
はじめに

　2017 年 10 月 20 日～22 日，東京にて第 79 回日本
血液学会学術集会が開催されました。東京圏での開
催はここ数年，パシフィコ横浜が会場となることが
多く，東京国際フォーラムでの開催は本当に久しぶ
りでした。会期中は運悪く台風の直撃を受けてしま
いましたが，雨に濡れずに移動できるという東京国
際フォーラムの利点をある意味享受できたのではな
いかと思います。
　演題の傾向としては，最近新規薬剤が出てきてい
る白血病，悪性リンパ腫，多発性骨髄腫に関する発
表が多く，海外の専門家も数人招かれ盛り上がりを
みせていました。そのぶん，PNHを含む造血不全
関連の演題は例年より若干少ない印象がありました。
ここでは，本学会から PNH関連で印象に残った演
題について紹介いたします。
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JSH学会賞受賞講演

　本学会の造血不全関連の演題のなかでは，中尾眞
二先生（金沢大学）の JSH学会賞受賞講演「造血不全
における免疫病態マーカーの同定と，診療・血液免
疫学研究におけるその意義」がいちばん内容が濃か
ったように思います。
　中尾先生は骨髄不全疾患の免疫病態における検査
マーカーについて，ご自身の 30 年におよぶ研究成
果をご説明するとともに，PNH型血球があるとい
うことは免疫病態があるということであり，また，
HLAクラスⅠアレル欠失があれば，それをもった
造血幹細胞は，CTLの攻撃から逃れて造血に寄与
できる。これらのマーカーを探索することで不要な
移植治療を減らすことができる，と見解を述べられ
ま し た。ま た，聴 講 者 へ の お 願 い と し て，
Hypomegakaryocytic thrombocytopenia がある患
者さんを診断する際には，骨髄MRI や高感度フロ
ーサイトメトリーを用いて免疫病態を検索し，可能
であれば血漿トロンボポエチン濃度が高値であるか
確認して，慎重に治療方針を決定してほしいという
メッセージが伝えられました。
　現在では PNH型血球の有無やHLA欠失の有無
の治療効果予測における有用性は間違いないと考え
られており，この重要性を見出された中尾先生のご
研究はやはり素晴らしいものであると思います。

PNHの病態，診断，治療のアップデート

　野地秀義先生（福島県立医科大学）は教育講演で
「PNH治療の現状と課題」について，貴重な自験例
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